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第４回大野市総合教育会議次第 

 

日時：平成 28 年 3 月 28 日(月)午後 5 時から 

場所：市役所 談話室 

 

 

１ 開会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 協議 

  （１）教育に関する大綱(案)について 

                          ・・・資料１ 

 

 

 

 

４ その他 
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＜出席者＞ 

                市 長         岡 田 高 大 

 

                委員長         洞 口 幸 夫 

 

                職務代理者       清 水 美那子 

 

                委 員         山 川  秀 

 

                委 員         妙 願 貴 子 

 

                委 員         松 田 公 二 

 

       事務局（説明者） 企画総務部長 （欠席） 田 中 雄一郎 

 

                企画財政課長      加 藤 正 幸 

 

                企画財政課参事     中 村 吉 孝 

 

教育長（再掲）     松 田 公 二 

 

                事務局長        小 川 市右エ門 

 

                教育総務課長      木戸口 正 和 

 

                学校教育審議監     道 鎮 栄 一 

 

生涯学習課長      宮 越 剛 生 

 

             〃 文化財保護室長  中 村 りえ子 

 

             〃 スポーツ振興室長 砂 子 淳 一 

 

          （書 記） 教育総務課課長補佐   山 田 靖 子 
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１ 開会 

【教育総務課長】第４回大野市総合教育会議を開催させていただきます。 

  会議が始まる前に、市民憲章と教育理念の唱和をお願いします。 

――＜市民憲章と教育理念の唱和＞―― 

                        教育総務課長主唱 

  それでは、、市長の挨拶をお願いします。 

【市長】本日第４回目の総合教育会議を開催させていただいたところ、教育委員の皆さ

んにはご出席ありがとうございます。 

また、日頃から、大野市の教育行政に対しまして、ご指導、ご助言いただいており

ますことに、感謝とお礼を申し上げます。 

平成２７年度は、小中学校の再編という大きな流れの中で、難しい局面もありまし

たが、１月に学校教育審議会より最終答申をいただきました。 

答申の最後に記載されていました「耐用年数を考慮して、計画を考えなさい」とい

うことを受けて、大野市の子ども達にどういう教育環境を整えていくのかということ

をしっかり考えて財政的なことも含めて再編計画案を作っていく必要があると考え

ています。 

本日は、議題となっております「教育に関する大綱」について、ご意見をいただき、

慎重審議いただきできればこの場で決定させていただきたいので、よろしくお願いし

まして、開会のあいさつとさせていただきます。 

【教育総務課長】これからの進行は、設置要項に市長が議長となると規定しているので、

市長、よろしくお願いします。 

 

２ 協議 

【市長】では、協議に入ります。教育に関する大綱（案）について、事務局の説明を求

めます。 

【教育委員会事務局長】では、教育に関する大綱（案）をご覧ください。 

――＜教育に関する大綱（案）について 説明＞―― 

【市長】前回の総合教育会議以降修正となった点について、説明してください。 

【事務局長】この会議の意見だけでなく、議会からのご意見も踏まえ、修正をしていま

す。 ――＜事務局長、修正点を説明＞―― 

【委員長】５頁の「小中学校の再編や幼稚園の認定子ども園への移行や再編を推進しま

す。」ということはどういうことですか。 

【市長】小学校を再編すると、幼稚園も連れて行かないといけないということです。 

【委員長】認定子ども園への移行だけでなく再編もあるということですね。 
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【市長】そういうことです。 

【委員】修正前の文章は、「小中学校の再編や幼稚園、保育所の認定子ども園への移行

を推進します。」となっていますが、保育所を削除したのはなぜですか。 

【教育総務課長】教育委員会が策定する教育大綱なので、保育所は削除しました。 

【事務局長】第五次大野市総合計画後期基本計画には、「保育所」も入っているので、

整合性を図るためにも、委員のご指摘どおり、保育所も入れることにします。 

【市長】前回の会議で、社会教育の文言について指摘をしたと思うが、そこはどうなっ

たのか。 

【事務局長】社会教育は学校教育、家庭教育と合わせて生涯学習の中に含まれると考え

ている。 

【教育長】平成１８年の教育基本法の改正によって、「生涯学習」の理念が規定された。

ということばが生まれた。それまでの学ぶことは学校だけという概念から、生涯にわ

たってあらゆる機会において、あらゆる場所において学習することができ、その成果

を適切に生かすことのできる社会を作っていこうという考え方が打ち出された。 

  学びが行われる場所や対象によって、社会教育、学校教育、家庭教育と区別してい

るというふうにも考えられる。 

【委員長】社会教育について、「学校の教育活動を除いて、主として青少年及び成人に

行われる教育をいう。」と定義している人もいる。 

【市長】他に、ご意見はありますか。 

  それでは、今、ご指摘があった「幼稚園、保育所」という表現に訂正することと、

あとは事務局に一任してよろしいですか。 

――＜委員一同了解＞―― 

では、平成２８年４月から、教育に関する大綱（案）から、（案）を取って、「教育

に関する大綱」とします。 

 委員の皆さん、その他に何かありませんか。 

 事務局、何かありますか。 

【事務局長】特にありません。 

 

３ 閉会 

【市長】他になければ、本日はこの程度に留め、第４回大野市総合教育会議を終了しま

す。ご苦労様でした。 

 

                             午後５時２０分終了 


